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安

彦

山

田

研
究
の
動
機
と
そ
の
歴
史
地
理
学
的
意
義

さ
き
に
、
私
は
社
会
規
範
が
地
割
景
観
を
如
何
に
規
制
す
る
か
に
つ
い
て
、
古
代
の
地
割
景
観
を
分
析
し
、
そ
の
景
観
体
系
・
組
織
構

そ
の
後
、
さ
ら
に
古
代
の
社
会
倫
理
が
地
域
体
系
形
成
の
基
底
に
如
何
な
る
役
割
を
果
す

造
を
理
論
的
に
構
成
す
る
こ
と
を
試
み
た
①
O

か
、
つ
ま
り
地
域
体
系
を
形
成
す
る
基
本
的
な
構
造
を
論
及
し
た
の
で
あ
る
@
。

そ
の
目
標
は
い
ず
れ
も
地
域
の
時
間
的
変
貌
と
空
間
的
変
化
を
統
合
し
、
地
域
の
変
化
様
相
を
把
握
す
る
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
地
域
の

変
化
の
法
則
性
や
地
域
独
特
の
運
動
方
向
を
明
か
に
す
る
。

本
稿
の
場
合
も
そ
の
目
標
は
同
じ
で
あ
る
が
、
近
世
間
拓
村
落
を
取
挙
げ
、
従
前
の
筆
者
の
歴
史
地
理
学
の
理
論
構
成
を
現
実
の
地
域

に
お
い
て
検
討
を
加
え
、
さ
ら
に
臨
地
の
歴
史
地
域
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
変
貌
の
様
相
を
把
握
し
て
行
き
た
い
。

変
化
は
歴
史
で
あ
る
が
、
歴
史
地
理
学
が
取
扱
う
変
化
は
た
だ
時
間
的
系
列
に
従
っ
て
整
理
す
る
だ
け
で
は
な
い
。
歴
史
地
理
学
は
地
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域
主
義
に
立
脚
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
地
域
史
に
領
倒
す
る
の
で
は
な
く
、
時
間
に
よ
っ
て
人
聞
社
会
の
体
系
が
変
容
す
れ
ば
、
そ
れ
に
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伴
な
っ
て
地
域
体
系
が
変
化
す
る
と
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
に
追
究
の
焦
点
が
存
在
す
る
。
時
間
に
よ
っ
て
人
聞
が
関
与
し
て

い
る
地
域
構
成
要
素
の
紘
合
せ
や
関
連
性
が
変
化
す
る
状
態
お
よ
び
地
域
形
成
の
主
導
要
素
の
質
と
量
の
変
化
を
理
解
し
て
、
時
聞
に
よ

る
地
域
の
カ
テ
ゴ
リ
の
相
異
を
明
か
に
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
こ
れ
が
明
瞭
に
把
握
し
え
な
い
と
、
地
域
進
化
の
体
系
を
整
理

し
え
な
い
。
地
域
の
変
化
は
社
会
経
済
史
的
な
過
程
と
同
様
に
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
社
会
機
構
・
経
済
構
造
・
科

学
技
術
が
発
達
し
て
も
、
土
地
割
や
集
落
状
態
・
位
置
、
道
路
の
位
置
な
ど
は
容
易
に
変
化
し
な
い
で
、
持
続
す
る
。
し
か
し
景
観
は
突

如
と
し
て
破
壊
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
農
業
慣
行
は
合
理
的
な
方
法
に
よ
り
、
耕
作
規
制
は
伝
統
主
義
に
よ
り
変
化
の
速
度

は
お
そ
い
。
と
こ
ろ
が
あ
る
時
は
戦
争
に
よ
り
村
落
は
切
断
さ
れ
、
ま
た
再
殖
民
し
、
政
治
体
制
や
為
政
者
が
変
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

さ
ら
に
近
代
化
に
よ
り
共
同
体
の
慣
習
が
急
変
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
@
。

こ
の
こ
と
が
地
域
構
造
に
変
化
を
あ
た
え
る
こ
と
に
な

る。
要
す
る
に
、
は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
は
、
地
域
に
よ
っ
て
変
化
の
様
相
と
速
度
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
同
一
地
域
内

で
も
地
域
構
成
要
素
や
地
域
細
胞
に
よ
っ
て
も
変
化
の
状
態
が
違
う
。
こ
れ
の
み
で
は
な
く
、
景
観
は
全
く
変
化
し
て
い
て
も
、
過
去
か

ら
永
い
歴
史
的
・
民
族
的
伝
統
が
基
底
と
な
っ
て
、
社
会
規
範
・
社
会
体
系
や
民
族
の
土
地
に
対
す
る
観
念
が
今
日
も
な
お
地
域
体
系
の

基
盤
に
大
き
な
礎
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
@
。

こ
こ
に
地
域
変
遷
が
社
会
経
済
史
的
な
変
化
と
異
な
る
特
性
が
あ
り
、
歴
史
地
理
学

の
重
要
な
課
題
が
存
在
す
る
。

問
題
の
基
本
的
視
角
と
接
近
方
法

今
論
述
し
た
歴
史
地
理
学
の
課
題
を
究
明
す
る
に
は
、
人
聞
を
集
団
と
し
て
の
み
取
扱
う
の
で
は
な
く
、
人
聞
を
基
本
か
ら
考
察
し
て



土
地
を
観
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
人
聞
は
生
命
を
も
っ
た
個
体
と
し
て
存
在
す
る
。
そ
こ
で
個
体
の
維
持
、
ま
た
新
し
い
個

体
を
生
み
出
す
種
族
維
持
が
生
活
の
基
本
的
な
契
機
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
土
地
を
媒
介
と
す
る
人
間
関
係
は
、
生
物
学
的
機
能
が
基
礎

に
な
る
が
、
個
体
は
唯
一
つ
の
個
体
と
し
て
存
在
し
え
な
い
か
ら
、
個
体
は
集
合
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
実
在
す
る
。
人
聞
は
個
体
と
し
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て
の
生
活
と
集
団
と
し
て
の
生
活
が
あ
る
の
で
、
と
の
こ
つ
の
面
を
統
合
し
て
人
聞
の
生
活
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、

生
物
学
的
機
能
を
基
礎
と
し
た
上
に
、
生
活
の
基
本
的
契
機
に
よ
り
、
社
会
経
済
的
機
能
で
あ
る
生
産
と
流
通
が
存
在
し
、
さ
ら
に
人
間

の
秩
序
と
精
神
の
安
寧
の
た
め
に
社
会
機
能
(
政
治
・
法
律
・
道
徳
・
宗
教
・
芸
術
・
科
学
)
が
出
現
す
る
。

つ
ま
り
、
そ
れ
ら
の
機
能

こ
の
基
本
的
な
人
間
関
係
の

論
理
構
造
に
従
っ
て
、
人
聞
が
生
活
す
る
舞
台
で
あ
る
土
地
(
地
域
)
と
い
う
も
の
を
理
解
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
ま
ず
集
団
の
な
か
の
個

の
層
が
重
層
的
に
立
体
構
造
を
構
成
し
、

し
か
も
各
層
が
相
互
に
前
提
と
な
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
⑤
。

と
し
て
d

の
人
間
が
生
活
を
営
む
ゲ
与
一
芦
田
砕
を
知
り
、
そ
の
な
か
で
の
生
産
と
精
神
生
活
を
究
明
し
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
地
域

細
胞
(
地
域
構
成
の
単
位
地
域
)
を
把
握
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
個
体
の
環
境
と
し
て
場
が
考
え
ら
れ
、
場
と
個
体
と
の
関
係
を

所
と
し
て
み
る
⑥
O

こ
の
関
係
が
経
済
構
造
・
社
会
機
構
・
社
会
倫
理
に
よ
っ
て
、
個
ー
場
l
所
の
シ
テ
ュ
エ
ィ
シ
ョ
ン
の
様
相
と
内
容

を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
明
か
に
な
れ
ば
、
各
家
と
集
落
、
集
落
と
集
落
、
さ
ら
に
集
落
と
集
落
を
統
合
し
た
地
域
、
そ
の
地

域
と
地
域
と
の
関
連
、
す
な
わ
ち
地
域
体
系
が
明
白
に
な
り
、
人
聞
が
関
与
し
て
い
る
地
域
の
動
き
を
把
握
し
う
る
。

な
お
、
重
要
な
こ
と
は
人
聞
が
生
活
を
確
保
し
、
存
続
す
る
に
は
慣
習
と
い
う
手
段
に
注
意
す
る
こ
と
で
あ
る
。
社
会
慣
習
に
基
づ
く

集
団
生
活
の
総
体
こ
そ
、
文
化
で
あ
る
。
そ
れ
を
分
析
し
な
け
れ
ば
、
地
域
を
把
握
す
る
に
は
至
ら
な
い
。
人
聞
社
会
に
は
一
定
の
目
的

(
安
寧
・
利
益
・
幸
福
)
に
向
っ
て
進
む
生
活
慣
習
が
あ
る
。
こ
れ
は
人
聞
社
会
の
秩
序
の
た
め
に
、
集
団
が
厳
重
に
遵
守
す
べ
き
も
の
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で
、
こ
と
に
規
範
が
生
ず
る
。
し
た
が
っ
て
慣
習
は
ゲ
マ
イ
ン
シ
プ
フ
ト
的
意
志
で
あ
り
、
こ
れ
が
土
地
に
投
影
さ
れ
る
と
ハ
イ
マ

1
ト
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と
な
り
、
そ
の
土
地
は
そ
こ
の
慣
習
に
従
う
生
活
共
同
体
構
成
員
の
共
属

(
N
ロ
g
g自
gm白
rん
玄
関
宮
山
乙
で
あ
り
、
さ
ら
に
土
地
に
対
す

る
生
産
過
程
(
農
耕
な
ど
)
を
媒
介
と
し
て
慣
習
は
よ
り
強
固
な
も
の
と
な
る
。
慣
習
は
共
同
体
の
秩
序
を
維
持
す
る
因
子
で
あ
り
、
ま

た
共
同
体
の
意
志
で
も
あ
る
。
集
団
の
な
か
の
個
人
が
社
会
秩
序
に
従
う
の
は
、
個
人
の
社
会
生
活
の
基
底
に
個
体
維
持
、
種
族
維
持
の

因
子
が
存
在
す
る
た
め
で
あ
り
、
こ
れ
が
社
会
の
価
値
基
準
に
な
る
。
そ
の
秩
序
を
存
続
さ
す
た
め
に
慣
習
規
範
が
あ
る
。
こ
れ
は
時
間

が
媒
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
祖
先
の
信
仰
、
神
に
対
す
る
遺
伝
的
感
覚
や
伝
統
的
義
務
と
い
う
慣
習
が
育
成
さ
れ
、
慣
習
の
効
果
を
一
層

高
め
強
化
し
、
共
同
体
を
神
聖
化
し
て
行
く
こ
と
に
な
る
@
。

調
査
対
象
の
地
域

調
査
地
域
は
盛
岡
市
行
政
市
域
の
西
部
に
あ
る
土
淵
、
そ
れ
に
盛
岡
市
と
西
隣
す
る
滝
沢
村
の
東
南
部
の
一
部
で
あ
る
。
調
査
は
小
字

単
位
に
行
な
っ
た
。
そ
の
地
域
と
そ
の
局
辺
部
会
}
概
観
す
る
と
、
滝
沢
村
は
北
上
川
上
流
の
西
、
盛
岡
市
に
西
隣
し
、
村
の
北
部
は
岩
手

山
(
二

O
四
二
・
五
米
)
を
仰
ぎ
、
中
央
部
に
は
奥
羽
山
脈
の
支
脈
が
走
る
。
そ
の
支
脈
に
は
、
烏
泊
山
(
三
八
九
・
一
米
)
・
高
峯
山

(
四
ニ

0
・
一
米
)
・
燈
堀
山
(
四
六
六
・
八
米
)
・
沢
森
山
(
五
八
一
・
八
米
)

a

中
村
森
(
二
三
二
・
八
米
)
が
連
っ
て
お
り
、
豊
富
と
は

い
え
な
い
が
森
林
資
源
を
有
す
る
山
林
地
帯
で
、
そ
の
西
斜
面
に
は
全
国
的
に
観
光
牧
場
で
有
名
な
小
岩
井
農
場
が
あ
る
。
そ
の
東
南
斜

面
に
は
大
体
標
高
一
四

O
米
前
後
に
水
田
を
主
と
す
る
果
樹
栽
培
と
酪
農
を
営
み
、
東
は
諸
葛
川
、
南
は
雫
石
川
に
接
す
る
。
こ
の
水
田

地
帯
が
調
査
対
象
の
地
域
で
あ
る
。
こ
の
地
域
が
後
述
す
る
近
世
の
越
前
堰
の
開
撃
に
よ
る
開
田
地
域
な
の
で
あ
る
3

こ
の
地
域
の
北
は

岩
手
山
麓
開
拓
地
帯
で
あ
り
、
集
約
酪
農
で
酪
農
と
畑
作
を
中
心
と
す
る
純
農
村
を
形
成
。
昭
和
二
八
年
北
上
川
特
定
地
域
総
合
開
発
計

画
が
施
行
さ
れ
、
昭
和
三
五
年
に
北
上
川
の
上
流
の
舟
藤
川
に
岩
洞
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
、
こ
れ
を
水
源
と
す
る
濯
概
用
水
が
北
上
川
を
逆
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6.新道
12.小谷地

18.谷地上

24.橋場

5.寝合

11.綾織
17.山崎
23.古屋敷

第1図調査地略図
3.長坪 4.割田
9.谷地中 10.小谷地

15.明法 16.北野

21.荒屋敷 22.谷地道

2.谷地上
8.米倉
14.黒畑

20.矢無

子

又

屋

徳

1.鶴

7.二

13.荒

19.万

サ
イ
フ
ォ
ン
に
よ
っ
て
横
断
し
、
今
日
こ
の
滝
沢
村
を
貫
流
し
、

P

耕

地
を
養
っ
て
い
る
。

滝
沢
村
は
明
治
二
二
年
四
月
一
日
に
、
旧
滝
沢
・
旧
鵜
飼
・
旧
大

沢
・
旧
篠
木
・
旧
大
釜
の
各
村
が
合
併
し
て
、
今
日
の
滝
沢
村
と
な

る
。
昭
和
二
二
年
一

O
月
一
日
現
在
人
口
は
七
四
二
六
、
昭
和
二
五

年
一

O
月
一
日
に
は
八
八
四
一
人
、
昭
和
三
一
年
一
日
一
日
に
は
九

五
四
五
人
と
な
り
、
昭
和
三
二
年
八
月
一
五
日
に
岡
村
一
本
木
に
自

衛
隊
が
駐
屯
し
て
、
三
三
年
一
月
一
日
に
は
人
口
は
一
二
三
一
九

と
な
っ
た
。
昭
和
三
六
年
七
月
一
日
現
在
の
人
口
は
一
二
、

O
五
八

で
あ
る
。
村
の
主
産
業
は
農
業
で
、
全
世
帯
数
三

O
四
三
の
う
ち
、

一
三
七
六
が
農
業
世
帯
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
専
業
農
家
は
七
六
一
、

第
一
一
種
兼
業
農
家
が
四
八
五
で
、
残
り
が
第
二
種
兼
業
農
家
で
あ

る
。
第
一
次
産
業
就
業
人
口
比
率
は
全
就
業
人
口
の
六
八

ι
七

一

%

(
昭
和
三
五
年
現
在
)
と
い
う
農
村
で
あ
る
が
、
盛
間
市
に
隣
接
す
る

た
め
、
人
口
流
動
を
み
る
と
昭
和
三
八
年
間
の
集
計
で
は
転
出
が
県

内
一
六
四
人
、
県
外
へ
一
一
五
人
で
、
転
入
が
県
内
か
ら
四
九
五
、

県
外
か
ら
四
五
三
人
と
い
う
状
態
で
郊
村
的
様
相
に
移
行
し
つ
つ
あ
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る。

県
外
か
ら
の
転
入
は
殆
ど
自
衛
隊
員
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
昭
和
三
七
年
の
村
民
一
人
当
り
の
所
得
は
九
七
、

O
九
O
円

(
人
口

一
、
二
三
四

自
衛
隊
を
除
く
)
で
、
岩
手
県
民
一
人
当
り
所
得
の
一
一
三
、
四
四
六
円
の
八
五
・
六
ガ
で
あ
り
、
本
村
の
就
業
者
一
人

当
り
所
得
は
一
七
二
、

一
五
九
円
(
総
就
業
者
数
六
、
七
六

O
人
)
で
、
岩
手
県
民
の
そ
れ
は
二
四
九
、
六
五
七
円
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ

の
六
九
%
と
い
う
低
さ
で
あ
る
。

さ
て
、
滝
沢
村
の
東
南
部
水
田
地
帯
は
越
前
堰
土
地
改
良
区
編
の
「
越
前
堰
之
沿
革
」
(
昭
和
三
一
年
一
一
月
三
日
発
行
)
に
心
配
ば
、

南
部
藩
が
盛
岡
に
不
来
方
城
を
築
城
し
て
か
ら
、
と
の
村
の
東
南
部
の
開
田
が
盛
ん
に
な
っ
た
が
、

は
じ
め
は
秋
田
へ
の
街
道
が
鬼
古
里

坂
を
経
由
し
て
い
た
の
で
、
鵜
飼
の
山
麓
か
ら
拓
け
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
寛
永
一
七
こ
六
四

O
)
年
に
、
雫
石
川
に
沿
う
通
路
が
竣

工
し
て
か
ら
、
岩
手
山
か
ら
の
渓
流
を
集
水
し
、
濯
減
に
利
用
す
る
こ
と
を
着
想
し
て
実
現
に
努
力
し
た
の
が
、
越
前
よ
り
移
住
し
て
と

の
地
に
土
着
し
た
百
姓
の
子
、
篠
木
の
住
人
綾
織
越
前
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
越
前
堰
に
つ
い
て
は
明
確
な
史
料
は
目
下
の
と
こ

ろ
ま
だ
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
か
ら
元
禄
一
六
(
一
七

O
一
二
)
年
八
月
越
前
国
行
脚
僧
空
念
が
盛
岡
西
部
の
稲
作
改
良
を
時
の
城
主

信
思
に
建
唱
し
て
着
手
。
こ
れ
に
端
を
発
し
て
越
前
堰
を
完
成
に
向
っ
た
が
、
そ
の
前
に
貞
享
三
(
一
六
八
六
)
年
三
月
岩
手
山
の
大
噴

火
に
よ
り
大
被
害
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
こ
で
享
保
三
(
一
七
一
八
)
年
に
藩
が
積
極
的
に
開
撃
と
開
田
に
乗
り
出
し
た
。
さ
ら
に
寛
保
三

(
一
七
四
三
)
年
に
至
り
、
藩
は
新
田
奉
行
を
お
き
、
藩
内
の
開
固
に
努
力
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
現
在
の
肥
沃
な
水
田
地
帯

が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
地
籍
図
を
観
る
と
地
割
は
方
格
状
や
長
方
形
に
近
い
形
状
を
示
す
が
、
注
意
す
れ
ば
条
里
地
割
と
は
異
な

り
、
近
世
間
田
の
地
割
で
あ
る
と
と
が
理
解
さ
れ
る
。
筆
者
も
か
つ
て
こ
の
付
近
の
地
割
を
み
た
時
に
は
条
里
的
と
思
っ
た
程
類
似
し
て

い
る
。
最
近
、
二
、
三
の
研
究
者
が
北
上
川
流
域
の
近
世
の
地
割
を
条
皇
と
推
定
し
て
い
る
が
、
充
分
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

調
査
地
域
を
行
政
的
に
具
体
的
に
い
え
ば
、
滝
沢
村
大
字
大
沢
小
字
鶴
子
・
谷
地
上
・
長
坪
・
割
田
・
堰
合
・
新
道
・
ニ
又
・
米
倉
・
谷



地
中
・
小
谷
地
、
大
字
篠
木
小
字
綾
織
・
小
谷
地
・
荒
屋
・
黒
畑
・
明
法
、
そ
れ
に
盛
岡
市
大
字
土
淵
小
字
北
野
・
山
崎
・
谷
地
上
・
万

徳
・
矢
無
・
荒
屋
敷
・
谷
地
道
・
古
屋
敷
・
橋
場
で
あ
る
(
第
1
図
参
照
)
。

地
割
の
形
状
と
そ
の
成
因

南部藩越前堰開拓村落の微視的歴史地理に関する若干の問題

調
査
区
域
の
う
ち
で
、
特
に
盛
岡
市
大
字
土
淵
の
小
字
山
崎
・
谷
地
上
・
万
徳
・
矢
無
・
荒
屋
敷
・
谷
地
道
、
こ
の
区
域
に
西
隣
す
る

滝
沢
村
大
字
大
沢
の
小
字
谷
地
上
・
長
坪
・
新
道
・
米
倉
・
小
谷
地
の
部
分
に
お
け
る
道
路
網
は
東
西
の
道
路
が
比
較
的
平
行
し
て
走

り
、
水
路
網
も
や
や
そ
れ
に
類
似
し
、
整
然
と
し
た
形
状
を
示
す
。
航
空
写
真
と
合
せ
て
、
現
地
で
測
定
す
る
と
、
条
皇
尺
の
一
町
の
間

東
西
に
長
い
長
方
形
を
示
す
。

さ
ら
に
詳
し
く

隔
よ
り
も
五
間
ぐ
ら
い
の
広
・
狭
の
差
が
あ
る
。

し
か
も
方
形
の
道
路
網
で
は
な
く
、

い
え
ば
、
地
籍
図
に
現
わ
れ
て
い
る
小
農
道
と
濯
親
用
水
路
は
東
西
に
長
い
直
線
状
を
示
し
、
南
北
の
間
隔
が
大
体
二

O
間
お
き
ぐ
ら
い

に
平
行
線
状
を
呈
す
る
が
、
南
北
に
通
る
農
道
は
長
い
連
続
し
た
も
の
で
は
な
く
、
断
続
的
に
直
線
で
も
っ
て
東
西
の
道
路
か
ら
道
路
へ

連
絡
し
て
お
り
、
南
北
の
道
路
と
道
路
の
間
隔
は
大
体
六

O
I八
O
間
で
あ
る
。
こ
の
地
割
(
道
路
割
)
を
基
盤
に
す
る
か
ら
、
内
部
の

耕
地
の
形
状
は
必
然
的
に
南
北
に
細
長
い
長
方
形
を
形
成
し
、

し
か
も
一
枚
の
水
田
面
積
は
や
や
等
積
で
あ
る
が
、

一
筆
と
な
る
と
、
東

北
で
は
一
般
に
耕
地
区
画
を
数
枚
合
せ
て
い
る
の
で
、
面
積
も
形
も
不
等
に
な
る
。

本
調
査
地
域
の
よ
う
に
奥
羽
山
脈
の
支
脈
の
傾
斜
変
換
線
か
ら
、
こ
の
支
脈
の
縦
谷
で
あ
る
諸
葛
川
ま
で
の
傾
斜
を
地
図
上
で
測
定
す

る
と
大
体
一

0
0
0分
の
六

1
七
で
、
北
か
ら
南
ま
で
一
様
の
単
純
な
傾
斜
面
(
第
3
図
参
照
)
で
あ
る
。
第
3
図
の
等
高
線
を
み
て
も

大
体
平
行
に
走
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
う
な
ず
け
る
。
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傾
斜
変
換
線
の
位
置
に
や
や
沿
っ
て
、
大
き
な
屈
折
な
く
濯
減
幹
線
で
あ
る
越
前
堰
が
南
か
ら
北
に
流
れ
、
小
字
北
野
の
あ
た
り
で
東
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に
折
れ
て
東
南
流
す
る
(
第
1
図
参
蝿
)
。
南
北
に
走
る
用
水
幹
線
か
ら
分
流
す
る
支
線
の
濯
減
水
路
は
必
然
的
に
傾
斜
に
沿
っ
て
建
設
さ

れ
る
か
ら
東
西
に
平
行
す
る
水
路
網
と
な
る
。
ま
た
傾
斜
に
従
っ
て
開
国
す
る
と
な
る
と
、
等
高
線
耕
作
、
法
の
形
態
を
と
る
こ
と
に
な
り
、

南
北
に
長
い
長
方
形
の
耕
地
形
状
を
示
す
。
こ
の
地
域
は
濯
概
用
水
が
東
西
に
流
水
す
る
た
め
に
、
水
と
の
関
連
は
東
西
に
強
い
こ
と
に

南部藩越前堰開拓村落の徴視的歴史地理に関する若干の問題

な
り
、
各
家
の
所
有
耕
地
(
各
戸
周
辺
の
所
有
耕
地
分
布
)
は
東
西
に
長
く
分
布
す
る
こ
と
が
多
い
し
(
第
2
・
3
図
参
照
)
、
本
家
・
分

家
の
血
縁
関
係
や
近
隣
関
係
も
東
西
の
場
合
が
緊
密
で
あ
る
。

さ
ら
に
地
割
を
注
意
し
て
観
察
す
る
と
、
大
体
高
度
帯
毎
に
地
筆
が
変
っ
て
い
る
。

一
筆
は
一
所
有
者
で
あ
る
か
ら
、
開
拓
者
に
よ
っ
て

傾
斜
地
が
水
田
に
適
す
る
よ
う
に
、
平
坦
面
に
改
変
さ
れ
、
水
田
面
が
形
成
さ
れ
る
と
、
そ
の
平
坦
面
が
水
田
一
団
地
と
し
て
認
め
ら
れ
、
所

有
権
な
り
、
占
有
権
が
認
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
何
故
か
な
ら
小
字
界
も
開
国
さ
れ
た
地
形
面
の
等
高
線
と
一
致
す
る
こ

と
か
ら
、
推
察
し
う
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
高
度
帯
に
よ
っ
て
水
田
一
筆
が
異
な
り
、
ま
た
同
じ
高
度
帯
で
も
、
微
地
形
に
よ
り
水
田

面
が
異
な
り
、
若
干
の
高
度
差
を
も
っ
て
階
段
状
に
接
す
る
か
ら
、
水
田
の
畦
畔
は
容
易
に
変
化
し
え
な
い
。
ま
た
水
田
の
畦
畔
を
変
化

さ
す
と
す
れ
ば
、
濯
減
用
水
路
ま
で
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
自
己
の
所
有
耕
地
と
い
え
ど
も
変
化
さ
せ
え
な
い
こ
と
に
な
る
。

か
つ
て
別
稿
①
で
、
地
割
景
観
が
他
の
景
観
よ
り
も
持
続
性
が
強
く
、
容
易
に
変
化
し
な
い
要
因
と
し
て
農
耕
社
会
の
社
会
規
範
に
規

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
追
及
し
た
が
、
こ
こ
で
は
地
形
面
が
農
業
経
営
や
技
術
に
与
え
る
影
響
か
ら
観
察
し
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
調
査
地
域
の
よ
う
に
、
傾
斜
面
で
あ
る
た
め
に
長
方
形
や
方
格
状
に
近
い
地
割
を
呈
す
る
例
は
多
い
。
こ
の
近
く
で
は
、

本
村
の
北
に
隣
接
す
る
西
根
町
の
大
更
の
小
字
三
ツ
家
・
両
沼
・
大
面
野
に
検
出
し
う
る
(
昭
和
三
八
年
調
査
)
。
こ
の
地
域
は
元
禄
一

O

(
一
六
九
七
)
年
一
二
月
、
南
部
落
に
よ
っ
て
開
国
さ
れ
た
大
更
新
田
(
南
部
叢
書
五
)
で
あ
る
。
同
町
の
旧
国
頭
村
小
学
中
沖
・
東
に
は
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条
豆
地
割
に
や
や
類
似
す
る
地
割
が
極
め
て
小
部
分
に
存
在
す
る
が
近
世
の
開
拓
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
(
昭
和
三
八
年
調
査
)
。
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地
割
形
状
と
営
農
技
術

地
割
は
地
形
だ
け
に
規
制
さ
れ
て
長
方
形
や
方
格
状
の
形
状
を
形
成
す
る
の
で
は
な
い
。
全
く
傾
斜
の
な
い
平
坦
地
に
で
も
そ
の
よ
う

な
形
態
を
示
す
。
例
え
ば
利
根
川
下
流
の
水
郷
地
帯
に
も
水
路
は
平
行
に
走
っ
て
い
る
。
と
れ
は
営
農
の
面
か
ら
、
鋤
を
利
用
す
る
耕
作

で
は
地
割
形
状
が
長
方
形
で
あ
る
方
が
能
率
を
あ
げ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
分
析
に
は
平
野
の
地
形
の
形
成
条
件
や
要
因
を
考
慮

す
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
海
岸
沖
積
低
地
に
方
格
状
の
水
路
網
が
分
布
す
る
@
が
、
平
野
の
地
形
発
達
の
過
程
か

ら
考
察
し
て
い
る
こ
と
を
学
び
た
い
。

し
か
ら
ば
耕
地
開
拓
の
初
期
に
は
、
何
故
方
格
状
地
割
が
多
い
の
か
。
形
状
の
み
を
み
れ
ば
、
こ
れ
は
わ
が
国
や
中
国
の
水
田
に
限
ら

ず、

ロ
ー
マ
の
ケ
ン
ト
ゥ
リ
ア
で
も
、

ケ
ル
ト
の
耕
地
の
場
合
と
か
、
ま
た
そ
れ
ら
に
比
較
す
れ
ば
最
近
の
こ
と
で
あ
る
が
、
北
ア
メ
リ

カ
の
タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
、
北
海
道
の
屯
田
兵
村
な
ど
は
方
格
状
の
地
割
形
態
で
あ
る
。
ケ
ン
ト
ゥ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
古
代
国
家
確
立
の
た

め
社
会
政
策
・
経
済
政
策
・
土
地
計
画
や
交
通
体
系
の
整
備
の
点
な
ど
に
そ
の
形
成
要
因
が
あ
る
こ
と
を
追
究
し
た
①
。

し
か
し
、
こ
こ

の
場
合
、
他
の
古
代
耕
地
の
形
状
を
論
及
す
る
の
で
は
な
く
、
近
世
間
拓
の
耕
地
が
何
故
、
長
方
形
や
方
格
状
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
っ

た
か
、
そ
の
要
因
を
究
め
た
い
。
古
代
の
方
格
状
耕
地
割
を
考
察
し
た
例
か
ら
類
推
し
て
、
営
農
・
耕
作
方
法
・
濯
親
方
法
・
割
当
配
分

-
税
徴
収
体
系
の
確
立
の
点
か
ら
方
格
状
が
合
理
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

特
に
濯
慨
を
要
す
る
耕
地
の
開
拓
は
、
濯
斑
工
事
に
多
く
の
労
力
と
経
費
を
必
要
と
す
る
か
ら
、
そ
れ
を
最
少
限
に
し
て
、
用
水
利
用

の
効
率
を
大
に
す
る
た
め
に
は
、
緩
傾
斜
を
利
用
し
、
直
線
の
幹
線
水
路
を
一
本
通
せ
ば
、

そ
れ
に
直
交
す
る
支
線
を
設
け
る
の
が
よ

ぃ
。
こ
の
こ
と
は
一
般
的
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。



こ
の
よ
う
な
実
例
は
北
ア
メ
リ
カ
の
ア
リ
ゾ
ナ
の
東
北
部
に
居
住
す
る
ホ
ピ
族
の
濯
減
形
態
に
も
み
ら
れ
る
。
ホ
ピ
族
が
小
湧
水
を
利

用
し
た
小
地
域
の
耕
地
の
濯
慨
形
態
に
お
い
て
す
ら
、
や
や
等
積
の
直
方
形
の
耕
的
割
を
施
し
て
い
る
。
と
の
湧
水
ネ
耕
地
も
ホ
ピ
族
内

の
特
定
の
ク
ラ
ン
の
共
同
管
理
で
あ
る
@
o

南部落越前堰開拓村落の微視的歴史地理に関する若干の問題

耕
地
の
形
状
は
地
形
・
水
利
形
態
・
営
農
・
民
族
的
伝
統
の
諸
条
件
に
よ
り
異
な
る
。
こ
れ
を
古
代
の
場
合
に
つ
し
て
み
る
と
、
や
は

り
地
形
と
営
農
技
術
に
起
因
す
る
。
わ
が
国
の
登
呂
遺
跡
@
や
安
国
寺
遺
跡
⑬
の
場
合
と
か
、
そ
れ
と
栽
培
・
営
農
が
大
き
く
異
な
る
鉄

器
時
代
の
ケ
ル
ト
の
耕
地
も
方
格
状
の
様
相
を
示
す
⑫
。

ケ
ル
ト
の
耕
地
形
状
と
構
造
に
つ
い
て
は
改
め
て
論
を
展
開
し
た
い
が
、
プ
リ

ミ
テ
ィ
ヴ
な
耕
地
形
状
は
大
、
き
く
二
つ
の
形
に
分
け
ら
れ
る
。

一
つ
は
円
形
、
他
は
方
形
で
あ
る
⑬
。

青
銅
器
時
代
末
期
か
ら
ケ
ル
ト
の

耕
地
に
は
四
分
の
一
か
ら
四
分
の
三
エ
ー
カ
ー
の
面
積
を
有
す
る
方
形
が
現
わ
れ
た
@
。

と
れ
は
そ
れ
ま
で
の
移
動
農
業
か
ら
定
住
農
業

へ
移
行
す
る
時
期
に
お
い
て
、
低
地
に
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
@
。

そ
れ
は
裂
が
発
明
さ
れ
@
、

牛
を
家
畜
と
し
て
利
用
し
、
撃
で
耕
作

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
方
格
状
耕
地
を
規
定
す
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
⑬
。

営
農
・
耕
作
技
術
の
面
か
ら
緩
傾
斜

を
利
用
し
て
方
形
の
耕
地
を
形
成
し
て
い
る
@
。

ケ
ル
ト
の
耕
地
は
す
で
に
鉄
器
時
代
に
お
い
て
具
体
的
な
方
格
状
を
示
し
て
い
る
⑬
。

測
量
技
術
の
理
由
か
ら
方
形
か
長
方
形
の
耕
地
を
形
造
る
こ
と
は
当
然
考
え
ら
れ
る
が
、
測
量
技
術
が
未
発
達
で
も
二
頭
立
も
し
く
は
四

頭
立
の
型
が
発
明
さ
れ
、
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
色
一
般
的
に
耕
地
の
基
本
的
な
形
態
は
方
形
に
な
る
⑬
。

耕
作
技
術
か
ら
方
格
状
地

割
が
合
理
的
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
耕
地
配
分
、
交
通
体
系
、
税
徴
収
体
系
の
確
立
か
ら
も
便
利
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
古
代
の
方
格
状

地
割
が
後
世
に
現
わ
れ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
現
に
中
国
で
は
孟
子
の
助
法
に
由
来
し
た
「
井
田
」
の
理
想
を
嘉
正
三
(
一
七
二
五
)

年
に
新
城
県
・
国
安
県
、

さ
ら
に
七
年
に
は
覇
州
お
よ
び
永
清
県
に
模
倣
施
行
し
た
@
が
、
そ
の
性
質
は
別
な
も
の
を
備
え
て
い
た
。
わ
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が
圏
、
ち
条
旦
施
行
当
時
の
機
能
と
は
異
な
る
が
、
条
星
形
態
の
地
割
を
施
し
た
の
は
、
山
城
国
線
喜
郡
山
本
部
落
に
典
型
的
た
も
の
が
存
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在
す
る
。
こ
れ
は
近
世
の
施
行
で
あ
る
と
と
が
文
書
か
ら
明
か
に
さ
れ
て
い
る
@
。

ま
た
近
江
犬
上
川
流
域
に
も
条
塁
タ
イ
プ
の
新
村
が

あ
戸
る
@
o

な
お
条
呈
的
な
地
割
で
は
な
い
が
、

一
辺
だ
け
が
一
町
割
で
し
か
も
数
詞
の
坪
付
地
字
名
を
も
っ
、
天
正
・
慶
長
期
の
開
拓
地

割
も
発
見
さ
れ
て
い
る
@
。

東
北
の
営
農
技
術
と
耕
地
面
積

調
査
地
域
の
な
か
で
、
長
方
形
の
農
道
網
、
水
路
網
を
有
す
る
大
字
大
沢
十
二
地
割
凡
小
学
舛
《
柄
》
村
・
下
屋
敷
・
米
倉
)
と
同
大

字
十
四
地
割
(
小
字
小
谷
地
・
四
ツ
家
)
に
つ
い
て
み
る
と
、
前
者
の
場
合
は
、
全
耕
地
筆
数
が
四
五
筆
で
、

一
筆
の
平
均
面
積
が
約
一

反
ニ
畝
で
あ
り
、

一
筆
内
の
水
田
枚
数
が
平
均
四
・
九
枚
、

し
た
が
っ
て
水
田
一
枚
の
平
均
面
積
は
二
畝
一
三
歩
余
と
な
る
。
後
者
の
場

ム口、

一
筆
の
平
均
面
積
が
一
反
四
畝
二
五
歩
、

一
筆
内
の
水
田
枚
数
は
平
均
五
・
五
枚
で
、

一
枚
の
水
田
平
均
面
積
は
二
畝
二
一
歩
弱
と

い
う
小
面
積
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
区
と
隣
接
す
る
盛
岡
市
土
淵
の
小
字
谷
地
道
の
一
筆
平
均
面
積
は
一
反
五
畝
一
四
歩
で
、
そ
の
内
部

の
水
田
枚
数
は
平
均
四
・
三
枚
、
そ
の
一
枚
の
平
均
面
積
は
三
敵
一
八
歩
弱
で
、
や
は
り
小
耕
地
経
営
で
あ
る
。

一
筆
の
面
積
が
、
畿
内
の
そ
れ
よ
・
り
も
大
き
く
、

し
か
も
一
筆
の
な
か
を
数
枚
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
数
の
水
田
に
区
分
し
て
い
る

が
、
と
れ
は
如
何
な
る
理
由
に
よ
る
か
は
後
述
す
る
と
し
て
、
最
近
で
は
分
筆
が
多
い
。
そ
の
分
筆
の
多
い
部
分
を
観
る
と
都
市
化
に
よ

り
宅
地
造
成
の
進
ん
で
い
る
地
区
と
か
、
パ
ス
路
線
に
沿
っ
て
い
る
付
近
が
多
い
と
と
が
わ
か
っ
た
。
な
お
最
近
の
都
市
計
画
の
交
通
路

の
建
設
に
よ
り
、
そ
の
部
分
だ
け
が
地
目
変
換
さ
れ
、
分
筆
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
分
筆
の
理
由
は
農
地
改
良
に
よ
り
、
畑
地
の
一
部
か

ら
水
田
に
地
目
変
換
さ
れ
分
筆
し
、
ま
た
分
家
へ
耕
地
を
譲
渡
し
た
た
め
に
分
筆
す
る
場
合
も
あ
る
。
当
調
査
地
域
の
分
筆
の
多
く
は
主

と
し
て
、
都
市
化
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
、
そ
れ
以
外
は
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。



さ
て
、
畿
内
や
そ
の
周
辺
の
山
陽
の
諸
地
域
の
よ
う
に
、

登
呂
遺
跡
の
弥
生
式
水
田
一
枚
は

何
故
に
一
筆
一
耕
地
で
は
な
い
の
か
。

大
体
二
反
を
基
準
に
し
て
い
る
@
o

大
阪
平
野
の
低
地
で
し
か
も
条
豆
地
割
遺
構
分
布
地
帯
で
は
水
田
一
枚
が
大
体
一
反
か
二
反
の
面
積

を
持
つ
も
の
が
多
い
。
そ
れ
が
生
駒
西
麓
の
傾
斜
地
帯
の
水
田
に
な
る
と
一
枚
約
五
畝
が
一
般
的
に
な
る
。
東
海
・
関
東
の
水
田
も
大
体
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一
枚
五
畝
内
外
で
あ
る
。
こ
れ
は
男
一
人
の
一
日
の
労
働
量
で
下
耕
起
す
る
の
も
、
田
植
も
五
畝
ぐ
ら
い
が
適
当
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
@
o

男
一
人
一
日
の
労
働
適
量
範
囲
五
畝
の
約
半
分
が
、
当
調
査
地
域
の
水
田
一
枚
の
平
均
面
積
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
小
耕
地
制
は
如
何
な

る
理
由
に
よ
る
の
か
。
越
前
壊
の
開
撃
に
よ
る
開
国
の
当
時
に
牛
馬
耕
が
普
及
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
牛
馬
耕
は
人
力
耕
よ
り
も
二
・
五

倍
の
能
率
を
あ
げ
る
@
か
ら
、
大
耕
地
の
形
を
整
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
如
何
。
明
治
三
七
(
一
九

O
四
)
年
の
岩
手
県
に
お
け
る

水
田
の
牛
馬
耕
普
及
率
は
三
・
二
%
で
、
畑
の
場
合
は

0
・
六
%
と
い
う
低
き
で
あ
る
。
全
国
的
平
均
は
、
水
田
の
そ
れ
が
五
三
・
九
%

で
、
畑
が
三
二
・
九
%
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
岩
手
県
の
低
さ
は
驚
く
べ
き
で
、
高
い
県
で
は
香
川
県
の
水
田
の
場
合
が
九
九
・
三
%
に

も
達
し
、
兵
庫
県
の
水
田
が
九
五
・

O
M、
大
阪
府
の
水
田
が
八
一
・
一
%
-
、
京
都
府
の
水
田
で
は
七
五
・
四
%
も
牛
馬
耕
が
普
及
し
て

い
た
@
。

し
か
ら
ば
、
明
治
以
前
の
南
部
落
で
は
牛
馬
を
如
何
に
利
用
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
馬
は
代
掻
や
運
搬
に
利
用
さ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
@
A
が
、
直
接
整
耕
に
利
用
し
て
い
た
と
論
定
し
う
る
証
拠
の
文
書
が
ま
だ
現
わ
れ
て
い
な
い
@
。
南
部
落
に
お
い
て
牛
の
農
業

経
営
へ
の
活
用
も
あ
る
が
、
運
搬
が
主
で
、
下
閉
伊
郡
岩
泉
以
北
か
ら
田
名
部
地
方
に
か
け
て
古
く
か
ら
牛
を
飼
育
し
、
役
畜
に
利
用
し

て
い
た
@
。

牛
馬
耕
が
普
及
せ
ず
、
人
力
耕
に
た
よ
っ
て
い
た
か
ら
小
耕
地
制
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
一
つ
の
要
因
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
人

五
畝
内
外
で
も
よ
い
筈
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
東
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力
耕
に
よ
る
と
し
て
も
当
調
査
地
域
の
よ
う
に
、
水
田
一
枚
が
二
畝
余
で
な
く
、
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北
の
気
候
に
支
配
さ
れ
る
要
因
を
見
出
す
。
こ
の
地
域
だ
け
に
限
ら
ず
東
北
で
は
一
筆
が
数
枚
か
ら
十
枚
余
の
水
田
耕
区
か
ら
成
る
場
合

が
多
い
。
勿
論
、
地
形
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
平
坦
地
で
も
、
緩
傾
斜
地
で
も
そ
の
よ
う
な
一
筆
内
容
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の

地
域
の
一
筆
に
は
一
つ
の
水
口
を
有
し
、
そ
の
内
部
の
水
田
の
濯
概
は
「
か
け
な
が
し
」
の
形
態
を
と
る
。

つ
ま
り
、

一
筆
内
は
一
所
有

者
で
あ
る
か
ら
、
水
田
か
ら
水
田
へ
と
、
謹
水
す
る
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
水
路
か
ら
直
接
に
水
田
へ
水
を
引
き
入
れ
れ
ば
冷
水
の
た
め
水

稲
の
発
育
を
阻
止
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
水
稲
の
発
育
を
助
長
さ
壮
」
、
冷
窓
口
の
被
害
を
最
少
に
く

い
と
め
る
た
め
に
、
「
ぬ
る
め
」
の
形
態
を
利
用
し
た
の
が
、
こ
の
「
か
け
な
が
し
」
の
方
式
と
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

家
屋
の
分
布
と
小
字
内
・
大
学
内
の
地
域
体
系

盛
岡
市
近
郊
で
散
村
景
観
を
呈
す
る
の
は
、
盛
岡
南
郊
の
太
田
と
当
調
査
地
域
で
あ
る
が
、
当
調
査
地
域
で
家
屋
が
散
在
す
る
の
は
そ
れ

程
の
広
範
囲
で
は
な
い
。
滝
沢
村
大
字
大
沢
と
大
字
篠
木
の
北
半
分
、
そ
れ
に
盛
岡
市
土
淵
の
北
西
部
だ
け
で
あ
る
。
標
高
で
い
え
ば
、
一

四
O
米
前
後
の
高
度
帯
に
主
と
し
て
分
布
し
、
山
麓
傾
斜
変
換
線
か
ら
緩
傾
斜
を
も
っ
て
沖
積
地
に
接
す
る
部
分
お
よ
び
沖
積
地
で
あ
る
。

調
査
地
域
の
家
屋
分
布
は
村
内
南
北
中
央
幹
線
道
路
の
沿
線
、
鉄
道
停
車
場
、
盛
岡
へ
の
パ
ス
路
線
沿
線
は
比
較
的
路
村
(
巧
晶
え
o広
)

形
態
を
と
る
程
度
で
、

あ
る
い
は
三

l
四
軒
、
も
し
く
は
数
軒
が
相
互
に
屋
敷
林
あ
る
間
隔
を
も
っ
て
集
合

し
、
他
の
家
屋
団
地
と
は
一

O
O米
か
ら
四

O
O米
e
く
ら
い
の
距
離
を
お
い
て
分
布
す
る
疎
村
の
形
態
を
な
す
。
小
字
毎
に
は
全
く
な
い

そ
の
外
は
散
在
す
る
か
、

と
と
ろ
、
数
個
の
宅
地
が
存
在
す
る
小
字
、

十
数
軒
の
分
布
を
み
る
場
合
も
あ
る
が
、

宅
地
数
の
多
い
小
字
は
、

今
説
述
し
た
主
要
道

路
、
パ
ス
路
線
に
沿
う
場
合
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
小
学
別
の
宅
地
数
を
観
て
も
散
在
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
し
う
る
。
大
字
大
沢
内
の
小

字
別
宅
地
数
表
は
散
村
の
様
相
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
で
一

O
軒
以
上
の
字
区
は
村
内
の
主
要
道
路
が
通
過
す
る
字
区
で
あ
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小字別宅地数

大字|小字|宅地数11 大字 1小字|宅地数1¥ 大字|小字|守

盛岡市土淵 北野 17 |盛岡市土淵 橋場 7 割田 1
// 山崎 4 滝沢村大沢 鶴子 11 // 堰合 14
// 谷地上 3 // 箆屋敷 4 // 二又 14 
，7 万徳 l 1 // 箸木平 8 // 谷地中 9 

// 荒屋敷 0 11 // 谷地上 1 
舛米下(析屋)村倉敷}ト

// 谷地道 6 長坪 19 
g 15 

g 

グ 碇回 。 // 新道 7 
小谷地 5 // 

// 四ツ屋 13 // 館 2 

昭和38年8月調査 この数値は世帯数ではなく，生活体を構成する一筆の宅地を現

わしたもので，建築物の数ではない。

り
、
そ
れ
と
も
盛
岡
と
の
連
絡
パ
ス
路
線
が
通
っ
て
部
分
で
あ
る
か
ら
、
比
較
的
家
屋
が

集
合
し
た
の
で
あ
る
。
大
字
大
沢
や
土
淵
の
う
ち
で
家
屋
が
一
軒
だ
け
で
あ
っ
た
り
、
ま

た
一
軒
も
存
在
し
な
い
小
字
は
、
飲
料
水
を
獲
得
し
え
な
い
位
置
に
あ
た
る
。
地
下
水

を
得
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
滝
沢
村
字
鵜
飼
東
南
に
お
け
る
最
近
の
調
査
で

は
七
二
米
掘
っ
て
地
下
水
を
え
て
い
る
(
資
料
は
役
場
保
管
)
匂
流
水
を
飲
料
水
に
利
用

す
る
に
し
て
も
、
あ
ま
り
に
下
流
で
あ
る
た
め
飲
料
水
に
は
適
し
な
い
場
所
で
あ
る
。

散
在
す
る
家
屋
分
布
を
み
る
た
め
に
、
試
み
に
五

O
O米
平
方
の
方
眼
を
か
け
る

と

一
区
画
内
に
多
く
て
二
五
軒
前
後
で
あ
り
、
大
体
一

O
軒
前
後
が
一
般
的
と
い
え

る
。
勿
論
、
全
く
家
屋
が
存
在
し
な
い
区
画
も
あ
る
。
道
路
網
や
水
路
網
か
ら
み
れ
ば
、

そ
の
網
目
の
形
態
が
長
方
形
や
方
格
状
の
部
分
に
疎
村
・
散
村
の
形
態
が
現
わ
れ
る
。

，
つ
ま
り
越
前
堰
に
よ
り
開
国
さ
れ
た
地
域
に
分
散
が
比
較
的
顕
著
で
あ
る
と
い
え
る
。

こ
れ
か
ら
考
え
て
も
こ
の
分
散
が
、
こ
の
堰
と
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
ざ
る
を
え

な
い
。
し
か
も
こ
の
家
屋
分
散
地
域
一
帯
に
わ
た
っ
て
、
地
下
水
を
獲
得
す
る
こ
と
は

極
め
て
困
難
で
あ
り
、

一
般
に
は
不
可
能
に
近
い
状
態
に
あ
る
地
帯
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
大
字
大
沢
の
北
方
鵜
飼
部
落
の
山
麓
近
く
で
は
大
体
一
米
ぐ
ら
い
の
地
下
水
位
で

あ
る
か
ら
@
A
、
そ
の
無
井
戸
の
地
帯
は
詳
細
な
自
然
地
理
学
的
調
査
が
必
要
と
思
う
。

具
体
的
に
い
え
ば
、
滝
沢
村
大
字
大
沢
、
大
字
篠
木
北
半
、
盛
岡
市
大
字
土
淵
北
西
部
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と家屋分布

高線と地番界の関係。同じ印線の部分は同一人(宅地と同じ印線の)の所有耕地p
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滝

沢

村

100 200机。

L

泉

大

字

界

界

界

界

S
1

附

字

字

番

高

市

屋

制

大

小

池

等

E

家

一一……一

F

第 3図微地形

滝沢村大字大沢・大字篠木・盛岡市大字土淵の一部の微地形と家屋分布および等

第1図の22の字内にある農家の所有耕地の分布を示したもの。
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で
、
技
術
の
進
ん
だ
今
日
で
も
井
戸
は
な
く
、
飲
料
水
は
、
越
前
堰
か
ら
の
分
水
流
の
流
水
を
利
用
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
越
前
堰
か

ら
分
流
す
る
濯
概
用
水
路
に
沿
っ
て
民
家
が
分
布
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
と
の
付
近
の
開
田
は
越
前
堰
の
開
撃
に
よ
る

も
の
で
、
各
戸
の
所
有
水
田
も
水
の
管
理
の
た
め
、
家
屋
を
中
央
に
し
て
、
大
体
そ
の
流
路
に
沿
っ
て
東
西
に
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
必
然
的
に
各
戸
相
互
の
そ
の
所
有
耕
地
だ
け
の
間
隔
を
お
い
て
、
農
家
が
分
散
す
る
こ
と
に
な
る
し
、
集
会
す
る
場
合
は
流
路
を
介
在

と
し
て
、
二
、
三
あ
る
い
は
数
個
の
農
家
が
集
合
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
ま
た
、
そ
の
程
度
分
布
し
て
い
る
方
が
流
水
を
飲
料
水
と
し
て

使
用
す
る
の
に
便
利
で
あ
る
。
流
水
利
用
が
一
個
所
に
集
中
す
る
と
不
便
で
も
あ
り
、
濁
る
場
合
も
多
い
。
勿
論
、
こ
の
地
域
の
里
人
は

流
水
は
自
分
た
ち
の
飲
料
水
で
あ
る
か
ら
、
神
聖
視
し
、
絶
対
に
流
水
で
汚
物
を
洗
っ
た
り
し
な
い
し
、
濁
し
た
り
す
る
こ
と
も
な
い
。

前
述
し
た
直
方
形
や
方
格
状
の
道
路
網
と
水
路
網
を
形
成
し
て
い
る
と
、
い
か
な
る
位
置
の
自
己
の
耕
地
に
も
、
他
人
の
耕
地
を
通
過
す

る
こ
と
な
く
通
行
し
う
る
し
、
給
水
し
う
る
こ
と
に
な
る
。
ま
し
て
や
地
下
水
の
入
手
に
困
難
な
当
地
域
に
お
い
て
は
、
ど
こ
で
も
流
水
か

ら
飲
料
水
を
得
る
こ
と
が
よ
く
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
も
開
拓
当
初
か
ら
当
地
域
の
水
路
は
生
活
の
基
盤
と
な
る
農
耕
地
と
日
常
生
活
の

基
本
の
一
部
円
で
あ
る
水
の
二
面
を
満
足
さ
す
源
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
共
有
物
で
あ
る
だ
け
で
な
く
神
聖
視
し
、
村
落
共
同
体
の
基
底
と

な
り
、
氏
神
を
核
と
し
て
氏
子
が
共
同
飲
食
を
媒
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
共
同
体
の
紐
帯
を
強
固
に
し
、
共
同
で
管
理
す
る
と
い
う
二
種
の

ロ
ー
マ
法
の
聖
護
物
(
同
町
師
団

8
3白
)
み
た
い
に
な
っ
て
い
る
@
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
水
を
基
底
と
し
た
村
落
共
同
体
そ
の
も
の
が
宗
教

と
な
り
、
そ
の
な
か
か
ら
慣
習
規
範
を
生
じ
て
い
る
。
こ
の
細
部
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
た
、
こ
の
水
路
が
基
盤
と

な
っ
て
、
こ
こ
の
地
割
は
強
固
に
持
続
し
て
い
る
も
の
と
思
う
。
何
故
な
ら
今
日
は
こ
こ
の
村
落
共
同
体
的
紐
帯
は
全
く
細
く
な
っ
た
と

は
い
え
、
流
水
を
今
で
も
飲
料
水
、
濯
減
用
水
に
利
用
し
て
い
る
の
で
、
か
つ
て
の
遺
制
は
ま
だ
多
く
残
存
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
今
も

の
べ
た
よ
う
に
、
都
市
化
や
農
地
改
良
と
種
々
な
波
が
押
し
寄
せ
る
が
、
か
つ
て
の
地
割
景
観
は
残
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
な
る
。



流
水
を
飲
料
水
に
利
用
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
し
て
、
本
家
と
分
家
の
立
地
関
係
に
は
一
般
に
流
路
の
流
水
方
面
に
従
っ
て
強
い
結
び

つ
き
が
あ
る
。
し
か
し
最
近
は
必
ず
し
も
そ
の
通
り
で
は
な
い
。
本
家
・
分
家
と
い
う
血
縁
関
係
だ
け
で
な
く
、
近
隣
関
係
の
社
交
も
流

水
方
向
に
従
っ
て
緊
密
で
あ
る
o
つ
ま
り
、
こ
こ
の
地
域
で
は
東
西
の
隣
家
の
つ
な
が
り
が
強
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
水
を
基
底
と
し
た
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共
同
体
に
お
い
て
、
集
落
を
構
成
す
る
個
と
個
の
「
家
」
の
社
会
構
成
組
織
の
細
胞
的
構
造
体
系
を
示
す
も
の
と
し
て
注
意
さ
れ
る
。
こ

れ
が
他
に
影
響
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
共
同
体
の
慣
習
か
ら
、
分
家
は
本
家
の
上
流
に
立
地
し
て
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
地

域
で
は
東
方
に
新
居
を
構
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
が
家
屋
形
態
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
付
近
は
曲
屋
(
家
)
が
多
い
が
、
現

在
で
は
農
家
の
生
活
改
善
と
馬
の
飼
育
が
急
減
し
て
、
曲
屋
を
改
造
し
て
お
り
、
純
粋
の
曲
屋
は
少
い
。
し
か
し
そ
の
痕
跡
は
追
及
し
う

る
。
し
か
し
て
そ
の
曲
屋
が
こ
の
地
域
の
西
半
部
に
多
い
。
す
な
わ
ち
、
西
↓
東
方
面
に
流
れ
る
水
路
の
上
流
部
に
多
い
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
は
つ
ま
り
、
曲
屋
は
直
屋
(
家
)
よ
り
建
築
費
が
多
い
の
で
、
分
家
は
直
屋
が
多
い
。
そ
れ
故
に
、
こ
の
地
域
で
は
分
家
は
下
流
に

多
い
か
ら
、

東
方
部
に
多
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

形
態
か
ら
い
え
ば
、
分
家
は
東
向
き
右
平
入
り

し
た
が
っ
て
、

直
屋
が
下
流
部
、

で
、
そ
の
上
の
あ
た
り
に
、
屋
根
に
煙
出
し
の
大
型
の
も
の
を
つ
け
て
、
曲
屋
の
略
式
に
す
る
。
そ
の
煙
出
し
(
必
ず
し
も
煙
出
し
と
は

限
ら
な
い
)
み
た
い
な
も
の
を
「
カ
ホ
ウ
」
と
と
の
付
近
で
呼
ん
で
い
る
。

さ
て
、
家
屋
分
散
の
も
う
一
つ
の
主
な
る
理
由
は
、
散
村
地
域
な
ら
ば
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
要
因
で
あ
る
が
、
自
己
の
住
宅
の
周
辺

に
自
分
の
所
有
耕
地
(
農
地
改
革
以
前
な
ら
ば
小
作
地
の
場
合
も
あ
る
。
歴
史
的
に
は
占
有
耕
地
)
を
集
中
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

調
査
地
域
に
つ
い
て
、
正
確
に
い
え
ば
二
般
に
は
自
分
の
宅
地
を
中
央
に
し
て
、
東
西
に
水
路
に
沿
っ
て
、
約
半
分
、
も
し
く
は
過
半
の
所

有
水
田
を
集
中
さ
せ
て
い
る
。
あ
と
の
所
有
水
田
は
同
じ
大
字
内
に
存
在
す
る
場
合
が
多
い
。
こ
の
ほ
か
了
五
粁
な
い
し
二
粁
ぐ
ら
い
は

43 

な
れ
た
と
こ
ろ
に
畑
を
有
す
る
(
第
2
表
参
照
)
。

宅
地
に
隣
接
し
て
所
有
耕
地
が
存
在
す
る
こ
と
は
、

宅
地
か
ら
農
地
ま
で
の
通
行
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時
間
お
よ
び
運
搬
労
働
量
、

そ
の
他
農
業
労
働
力
を
節
減
し
う
る
し
、
耕
地
が
分
散
し
て
お
れ
ば
、

そ
こ
へ
の
往
復
に
要
す
る
時
間
だ

け
、
農
事
に
従
事
し
う
る
時
聞
が
減
る
と
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
滝
沢
村
に
お
け
る
農
家
の
自
分
の
住
居
か
ら
所
有
耕
地
ま
で
の
所
要
時

聞
を
み
る
と
、

一
般
的
に
一
五
分
以
内
が
六
五
%
、
一
ニ
O
分
以
内
が
三
O
%
、
六
O
分
以
内
が
五
%
と
い
う
状
態
で
あ
る
か
ら
、
所
有
耕

地
の
集
中
状
態
を
窺
い
う
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
ほ
か
宅
地
周
辺
に
所
有
耕
地
が
分
布
し
て
い
る
と
、
稲
を
刈
置
き
し
た
り
、
堆
肥
を

作
る
の
に
極
め
て
便
利
で
あ
る
か
ら
と
村
人
は
説
明
し
て
く
れ
た
。
勿
論
、
現
在
で
は
殆
ん
ど
化
学
肥
料
で
あ
る
が
、
耕
地
が
集
中
し
て

考
え
ら
れ
る
が
、

い
る
と
何
か
に
つ
け
て
農
作
業
に
便
利
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
と
の
よ
う
に
し
て
家
屋
が
分
散
立
地
の
形
態
を
形
成
し
た
も
の
と

城
下
町
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た
め
の
急
造
の
開
拓
村
で
あ
る
か
ら

と
の
地
域
は
計
画
的
な
?
農
村
造
成
で
は
な
く
、

(
前
述
の
越
前
堰
の
説
明
を
参
照
)
、
疎
村
・
散
村
の
形
態
を
形
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
も
う
一
つ
の
要
因
を
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
南
部
落
の
農
政
方
針
の
一
つ
で
あ
る
分
家
制
限
令
で
あ
る
。
こ
れ
は
南
部
溶
が

自
己
の
藩
領
内
は
水
田
単
作
地
帯
で
、

し
か
も
冷
害
に
お
び
や
か
さ
れ
る
の
で
、
水
田
の
保
護
の
一
策
で
あ
る
と
思
う
。

つ
ま
り
、
水
田

に
宅
地
を
設
げ
る
こ
と
を
厳
禁
し
、
水
田
は
宅
地
と
せ
ず
、
分
家
す
る
場
合
に
は
未
耕
地
に
屋
敷
地
を
造
成
す
る
。
な
お
、
分
地
を
制
限

し
て
、
本
百
姓
の
高
二
十
石
を
下
ら
な
い
よ
う
に
分
地
す
る
こ
と
を
制
約
し
た
の
で
、
分
家
す
る
と
自
ら
新
地
の
開
拓
と
い
う
こ
と
に
な

る
か
ら
、
そ
の
開
拓
に
便
利
な
よ
う
に
、
ま
た
農
地
改
良
に
便
な
る
よ
う
に
家
屋
を
分
散
立
地
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
百
姓
の
零

細
化
を
防
ぎ
、
な
お
農
村
的
土
地
利
用
の
合
理
化
を
は
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
す
で
に
、
土
地
生
産
性
の
高
い
土
地
を
農
地

に
利
用
す
る
と
い
う
土
地
利
用
の
合
理
化
が
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
早
く
も
ス
タ
ン
プ
の
唱
導
す
る
よ

う
な
土
地
利
用
の
合
理
化
原
理
⑩
A

と
若
干
通
じ
て
い
た
点
が
あ
り
、
当
時
す
で
に
合
理
的
計
画
の
構
想
の
一
端
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

，
し
か
し
、
そ
の
政
令
が
、
と
の
地
域
の
家
屋
分
散
を
如
何
程
規
制
し
た
か
後
考
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
政
令
の
発
令
は
、

正



徳
五
(
一
七
一
五
)
年
と
宝
暦
四
(
一
七
五
四
)
年
@
で
あ
る
か
ら
、
越
前
堰
@
が
開
撃
さ
れ
、
こ
の
地
域
の
水
田
が
開
国
さ
れ
た
時
期

に
は
、
す
で
に
、
は
じ
め
の
政
令
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
規
制
を
う
け
て
い
る
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

さ
て
九
そ
の
よ
う
な
各
要
因
に
規
定
さ
れ
た
家
屋
分
散
の
集
落
形
態
を
越
前
堰
開
撃
当
時
に
復
原
す
る
こ
と
は
、
今
直
ち
に
は
容
易
な
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と
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
南
部
藩
が
寛
保
三
年
(
一
七
四
一
ニ
)
年
に
新
田
奉
行
を
お
き
、
積
極
的
に
開
田
に
乗
出
し
て
か
ら
、
五

O
年

余
後
の
享
和
三
(
一
八

O
三
)
年
の
南
部
藩
史
料
の
仮
名
附
帳
@

(
享
和
三
年
二
月
改
訂
)

に
よ
れ
ば
、
小
字
毎
の
軒
数
の
記
載
が
あ
る

の
で
、
と
れ
に
よ
り
一
応
分
布
の
状
態
を
推
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
の
調
査
地
で
あ
る
大
字
大
沢
・
大
字
篠
木
・
盛
岡
市
大
字
土
淵

は
南
部
藩
政
当
時
は
厨
川
通
(
南
部
落
独
特
の
呼
称
)
篠
木
村
・
大
沢
村
・
土
淵
村
(
仮
名
附
帳
記
載
順
序
に
よ
る
)
に
相
当
す
る
。
さ
ら

に
、
そ
の
各
村
枝
村
毎
に
軒
数
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
文
書
に
枝
村
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
現
在
の
小
字
に
相
当
す
る
。
と
と
る

が
、
過
去
の
枝
村
の
範
囲
、
村
(
村
落
)
の
境
域
が
現
在
の
小
字
・
大
字
の
そ
れ
と
一
致
す
る
か
否
か
は
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
も
、

一
応
、
こ
の
調
査
地
域
の
一
部
の
軒
数
を
掲
げ
る
。
大
沢
は
そ
の
当
時
四
九
軒
、
う
ち
寵
屋
敷
三
、
箸
テ
五
、
割
田
四
、
鶴
子
玉
、
堰
合
四
、

谷
地
上
六
、
半
在
家
七
、
升
村
五
、
下
屋
敷
三
、
小
屋
場
四
、
清
水
屋
敷
三
と
い
う
分
布
密
度
の
稀
薄
な
分
散
状
態
で
あ
る
。
享
和
当
時

の
枝
村
名
と
現
在
の
小
字
名
と
同
一
で
あ
る
の
が
多
い
が
、
今
直
ち
に
対
比
す
る
こ
と
は
、
境
界
が
変
更
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
慎

ま
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
仮
り
に
枝
村
名
と
字
名
が
変
化
し
て
い
な
い
も
の
だ
け
を
対
比
す
る
と
、
現
在
の
軒
数
、
龍
屋
敷
は
四
、
割
田
は

一
、
鶴
子
一
一
、
堰
合
一
四
、
谷
地
上
一
と
い
う
状
態
で
、
軒
数
の
増
減
は
約
一
六

O
年
余
を
経
過
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
甚
だ
お
そ

ぃ
。
家
屋
軒
数
の
増
減
を
み
る
と
そ
れ
が
明
か
で
あ
る
。
享
和
三
年
の
大
沢
の
総
軒
数
が
四
九
で
あ
る
が
、
約
二

O
年
前
の
安
永
九
〈
一
七

八
O
)年
の
や
は
り
、
南
部
藩
史
料
邦
内
郷
村
志
(
南
部
叢
書
五
)
の
大
沢
の
民
戸
数
は
五
八
で
あ
る
。
こ
れ
は
軒
数
で
な
く
、
世
帯
数
(
納

45 

税
義
務
者
の
)
を
表
わ
し
た
も
の
か
ど
う
か
は
検
討
を
要
す
。
さ
ら
に
明
治
一
二
ご
八
七
九
)
年
の
一

O
月
の
岩
手
県
管
轄
地
誌
一
号
二
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八
(
岩
手
県
立
図
書
館
保
管
)
の
村
誌
の
部
を
み
れ
ば
、
大
沢
の
戸
数
は
士
族
一
、
民
七
四
戸
、
社
一
戸
、
計
七
六
戸
と
な
っ
て
い
る
。
南
部

藩
内
で
は
そ
の
よ
う
に
戸
数
変
動
を
把
握
し
う
る
史
料
が
整
っ
て
い
る
の
で
、
藩
内
各
集
落
の
発
達
を
戸
数
の
変
化
か
ら
観
察
し
、
そ
の

様
相
を
類
型
化
し
て
、
発
達
の
函
数
を
見
出
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
改
め
て
論
を
展
開
し
た
い
。

家
屋
は
分
散
し
て
い
る
が
、
そ
の
分
散
の
基
底
に
は
整
然
と
し
た
体
系
的
な
組
織
が
存
在
す
る
。
そ
の
一
つ
の
組
織
は
既
述
し
た
通

り
、
本
家
・
分
家
・
近
隣
関
係
の
紐
帯
は
流
水
方
向
に
沿
っ
て
緊
密
で
あ
り
、
さ
ら
に
本
家
・
分
家
の
結
合
は
本
家
を
流
水
の
上
流
に
持

ち
、
そ
れ
を
「
要
」
と
し
て
下
流
に
半
円
状
、
す
な
わ
ち
扇
状
に
分
布
す
る
。
そ
れ
が
寺
院
を
中
核
と
し
て
本
家
・
分
家
の
重
層
の
圏
構

造
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
胆
沢
扇
状
地
の
胆
沢
村
字
若
柳
で
も
総
本
家
と
寺
院
が
大
体
同
位
置
に
あ
っ
て
、
こ
れ
を
中
核
と
し
て

第
一
次
分
家
・
第
二
次
分
家
が
重
層
の
圏
構
造
を
形
成
す
る
血
縁
的
紐
帯
を
有
す
る
分
布
組
織
が
あ
る
@
。

そ
の
よ
う
な
圏
構
造
の
な
か
の
個
と
し
て
の
一
世
帯
(
生
活
体
)

の
農
村
的
基
礎
生
活
圏
を
考
え
て
み
る
た
め
に
、
各
戸
の
所
有
耕
地

の
分
布
を
検
討
し
た
。
そ
の
所
有
耕
地
の
分
布
に
は
住
宅
と
の
位
置
的
関
係
に
お
い
て
類
型
が
存
在
す
る
こ
と
に
気
付
い
た
。

つ
ま
り
、

生
活
体
と
し
て
の
家
屋
宅
地
の
周
辺
に
一
団
の
所
有
耕
地
分
布
が
あ
る
。
こ
の
地
域
で
は
大
体
一
農
家
当
り
三
筆
か
ら
六
筆
ぐ
ら
い
ま
で

の
水
田
群
を
有
す
る
。
そ
れ
ら
が
家
屋
宅
地
の
存
在
す
る
同
じ
小
字
内
に
あ
り
、
所
有
水
田
面
積
の
過
半
を
占
め
る
場
合
が
す
く
な
く
な

ぃ
。
他
の
残
り
は
、
そ
の
小
字
外
に
あ
っ
て
、
宅
地
か
ら
若
干
の
距
離
を
有
す
る
が
、
同
じ
大
字
内
に
あ
る
の
で
、
歩
行
距
離
十
五
分
以

内
に
あ
る
。
要
約
す
る
と
家
屋
宅
地
を
中
核
と
し
て
、
宅
地
周
辺
の
所
有
水
田
耕
地
群
は
第
一
の
圏
(
内
圏
)
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
、
そ
の
残
り
の
所
有
水
田
が
第
二
の
圏
(
中
圏
)
を
構
成
す
る
。
そ
の
第
一
の
圏
は
、
前
述
し
た
如
く
、
刈
置
き
し
た
り
、
堆
肥
を

造
っ
た
り
す
る
た
め
に
そ
の
耕
地
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
早
稲
を
植
付
け
、
第
二
の
圏
の
水
田
に
は
中
稲
、
晩
稲
を
作
付

す
る
。
さ
ら
に
第
三
圏
(
外
圏
)
が
存
在
す
る
と
と
が
多
い
。
そ
れ
は
、
約
一
・
五
粁
も
し
く
は
二
・

O
粁
は
な
れ
た
大
字
大
沢
の
北
東
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部
隣
り
に
あ
る
大
字
鵜
飼
の
岩
手
山
麓
の
延
長
部
に
あ
た
る
と
こ
ろ
の
、
陸
稲
、
果
樹
栽
培
の
畑
地
群
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
耕
地

は
大
字
や
盛
岡
市
と
滝
沢
村
の
境
域
に
関
係
な
く
、
宅
地
と
耕
地
の
位
置
的
に
便
利
な
よ
う
に
、
滝
沢
村
の
農
家
が
盛
岡
市
大
字
土
淵
に

耕
地
を
所
有
す
る
し
、
ま
た
そ
の
逆
も
あ
る
。
な
お
、
さ
ら
に
耕
地
の
他
に
山
林
を
大
抵
の
農
家
が
所
有
す
る
。
集
落
の
背
後
の
奥
羽
山

脈
支
脈
の
山
林
地
帯
に
、
杉
、

か
ら
ま
っ
、
雑
木
林
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
第
四
の
圏
に
な
る
。
そ
こ
で
、
宅
地
を
中
心
と
し
て
四
圏

の
重
層
圏
構
造
を
形
成
す
る
の
が
、
こ
の
地
域
の
農
家
の
農
村
的
基
礎
生
活
圏
構
造
で
あ
る
。
こ
の
圏
構
造
は
本
家
程
大
き
い
。
本
家
の

場
合
は
宅
地
面
積
も
所
有
耕
地
面
積
も
大
で
あ
る
。
例
え
ば
大
字
大
沢
に
あ
る

S
家
に
つ
い
て
み
る
と
そ
の
本
家
は
宅
地
だ
け
で
五
三
二

坪
で
、

分
家
は
四

O
五
坪
で
あ
る
。

ま
た
感
岡
市
大
字
土
淵
の

S
本
家
は
四
一
八
坪
で
、

分
家
が
一
五
四
坪
。

K
家
の
本
家
は
二
四
七

坪
、
分
家
は
一
四
五
坪
と
一
九
八
坪
と
い
う
面
積
で
大
分
差
が
あ
る
。

滝
沢
村
南
の
紫
波
の
場
合
に
つ
い
て
み
る
と
、
本
家
・
分
家
の
宅
地
の
格
差
が
大
き
い
。
大
体
の
平
均
で
み
れ
ば
、
総
本
家
の
宅
地
は

一
一
五

O
坪
で
あ
り
、
第
一
次
分
家
は
三
六
四
、
第
二
次
分
家
が
二
三
七
、
第
三
次
の
そ
れ
が
二
ハ
一
坪
で
あ
る
@
。

な
お
、
特
異
な
関
係
は
、
家
屋
の
水
田
を
養
う
た
め
と
飲
料
水
利
用
の
た
め
に
、
水
を
基
底
と
し
て
、
流
水
を
媒
介
と
し
て
家
屋
と
耕

地
、
隣
人
同
志
の
結
合
は
緊
密
で
あ
る
。
越
前
堰
(
幹
線
)
か
ら
各
大
字
へ
の
分
水
の
分
水
口
の
規
定
は
各
大
字
の
水
利
役
員
に
よ
り
管

理
さ
れ
、
大
字
へ
の
分
水
の
水
は
大
字
の
村
民
、

つ
ま
り
か
つ
て
の
村
落
共
同
体
構
成
員
の
共
同
管
理
で
あ
る
。
こ
の
村
落
共
同
体
は
今

目
、
共
同
体
と
し
て
の
紐
帯
は
大
き
く
変
貌
し
て
い
る
が
、
現
在
も
な
お
堰
の
流
水
を
飲
料
水
に
利
用
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
管
理
に
つ

い
て
は
か
つ
て
と
大
き
な
変
化
は
な
い
。
そ
の
共
同
体
(
大
体
地
域
は
大
字
)
が
現
今
で
も
氏
神
の
祭
日
に
、
共
同
飲
食
を
媒
介
し
な
が
ら

村
民
の
親
睦
を
は
か
り
共
同
体
的
紐
帯
を
保
っ
て
い
る
。
滝
沢
村
で
は
大
字
毎
に
氏
神
神
社
を
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
祭
典
も
祭
日
も
異
な

る
。
大
字
毎
に
氏
神
を
中
心
と
し
た
独
自
の
稲
作
慣
行
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
濯
概
用
水
の
管
理
の
範
囲
と
か
つ
て
の
村
落
共
同



体
の
地
域
が
同
じ
で
あ
り
、
現
在
で
も
流
水
の
共
同
管
理
者
と
氏
子
仲
間
と
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
は
、
水
を
基
底
と
し
て
共
同
体
的
結
合

が
永
く
残
存
す
る
結
果
と
な
っ
た
と
考
え
る
。

本
研
究
の
今
後
の
課
題

南部藩越前堰開拓村落の微視的歴史地理に関する若干の問題

本
研
究
を
一
言
で
要
約
す
る
と
、
水
と
村
落
共
同
体
の
結
合
が
強
固
で
あ
る
こ
と
を
把
握
し
た
。
濯
概
用
水
・
飲
料
水
を
確
保
す
る
た

め
に
、
村
落
内
に
お
け
る
血
縁
関
係
は
水
路
流
水
に
沿
っ
て
、
そ
の
結
び
つ
き
は
深
く
、
近
隣
関
係
の
友
交
社
交
も
同
じ
く
水
路
に
沿
っ

て
緊
密
で
あ
る
。
し
か
も
集
落
内
の
個
と
し
て
の
家
は
、
血
縁
関
係
を
基
盤
に
し
て
み
る
と
、
本
家
を
中
核
と
し
て
、
西
が
要
で
、
東
に

向
っ
て
半
円
状
に
展
開
す
る
圏
構
造
を
有
す
る
。
そ
れ
が
ま
た
寺
院
を
核
に
圏
構
造
を
形
成
し
て
お
り
、
水
を
基
底
と
す
る
と
氏
神
を
中

心
に
氏
子
の
結
合
が
構
成
さ
れ
、
そ
れ
が
村
民
の
共
同
飲
食
を
媒
介
と
し
て
、
村
民
相
互
の
親
睦
と
結
束
を
か
た
め
て
、
水
を
共
同
管
理

し
、
生
活
の
基
盤
を
維
持
、
発
展
さ
せ
て
行
く
。

ま
た
集
落
を
構
成
し
て
い
る
個
と
し
て
の
生
活
体
で
あ
る
家
庭
は
、
農
村
的
基
本
の
生
活
圏
は
第
一
か
ら
第
固
ま
で
の
重
層
の
圏
構
造

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
冷
害
の
多
い
当
地
域
で
は
、
自
己
の
住
宅
地
の
近
傍
に
多
く
の
所
有
耕
地
を
確
保
し
て
、
そ
こ
に

早
稲
を
植
え
付
げ
て
、
何
時
で
も
冷
害
に
そ
な
え
る
と
い
う
過
去
か
ら
の
稲
作
慣
行
に
起
因
し
て
、
そ
の
よ
う
な
圏
構
造
を
形
成
し
た
の

か
も
知
れ
な
い
。
南
部
落
の
「
風
土
雑
記
」
に
よ
れ
ば
、
天
候
の
条
件
か
ら
一
毛
作
で
も
早
稲
で
な
け
れ
ば
、
定
率
生
産
が
確
保
出
来
な

か
っ
た
の
で
あ
る
@
A
o
ま
た
南
部
落
の
土
地
利
用
合
理
化
の
政
策
で
あ
る
分
家
制
限
令
が
家
屋
の
分
散
形
態
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た

一
要
因
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
分
散
と
土
地
生
産
性
の
合
理
的
利
用
が
四
圏
構
造
を
有
す
る
農
村
的
生
活
圏
が
形
成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
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と
考
え
る
。
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右
に
要
約
し
た
よ
う
な
村
落
の
地
域
的
性
格
は
こ
の
地
域
の
特
性
で
あ
る
が
、
こ
の
地
域
だ
け
で
は
な
い
。
散
村
・
疎
村
地
域
に
は
そ
れ

に
類
す
る
特
性
が
多
い
。
散
村
・
疎
村
は
殆
ど
、
地
下
水
の
条
件
、
営
農
形
態
、
藩
の
政
策
な
ど
に
起
因
す
る
。
営
農
上
の
要
因
に
拠
り
、

iJ、

っ
て
、

口
分
間
は
被
給
者
の
耕
作
に
便
利
な
よ
う
に
、
な
る
べ
く
そ
の
居
住
地
に
近
い
耕
地
を
割
り
当
て
、
ま
た
占
有
国
が
交
錯
し
て
い

る
と
き
も
交
換
は
可
能
で
あ
る
こ
と
は
わ
が
国
で
は
遠
く
回
令
⑧
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
田
令
以
前
の
自
然
発
生
村
の
村
落
的

結
合
構
成
が
強
固
で
あ
る
場
合
は
別
と
し
て
、
国
家
の
広
域
的
な
計
画
的
村
落
の
形
成
に
は
、

田
令
に
規
定
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
方
が
営

農
上
合
理
的
で
あ
り
、
ま
た
集
落
形
態
と
し
て
は
、
散
村
の
様
相
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
わ
が
国
の
古
代
国
家
権
力
を
背

景
に
し
て
、
国
家
の
地
域
計
画
、
農
村
が
整
備
さ
れ
た
地
域
は
基
本
的
に
は
方
格
状
地
割
を
基
盤
に
し
た
散
村
で
あ
る
原
理
が
な
り
た

っ
。
方
格
状
土
地
割
に
分
布
す
る
散
在
家
屋
は
わ
が
国
古
代
だ
け
に
限
ら
ず
、
古
代
の
ロ

l
マ
ン
ケ
ン
ト
ゥ
リ
ア
の
分
布
地
域
に
も
み
ら

れ
る
@
。

現
在
の
ロ

l
マ
ン
ケ
ン
ト
ゥ
リ
ア
の
遺
構
を
明
瞭
に
残
存
す
る
北
イ
タ
リ
ア
の
ポ
1
河
下
涜
域
で
は
、
今
日
の
家
屋
分
布
は
分

散
形
態
を
と
る
⑧
。

典
型
的
な
散
村
で
あ
る
。
こ
れ
が
古
代
か
ら
の
伝
統
的
な
形
態
で
あ
る
か
否
か
は
検
討
を
要
す
る
。
古
代
の
国
家
政

策
や
地
域
計
画
の
様
々
な
要
因
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
具
体
的
に
ロ

1
マ
の
コ
ロ
ン
が
如
何
な
る
形
態
で
居
住
し
て
い
た
か
詳
か
で
な
い

が
、
ヲ
イ
ラ
l
状
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
近
世
の
地
主
の
耕
地
改
良
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
る
@
。

他
に
も
、

地
域
や
時
代
は
異
な
る
が
方
格
状
地
割
に
散
居
性
が
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
の
北
部
の
開
拓
村
落
@
に
も
、
ま
た
モ

ル
モ
ン
宗
教
徒
の
集
落
@
に
も
ま
た
北
米
タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
@
に
も
そ
の
散
居
性
集
落
の
様
相
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
姿
や
形
態
は
同
じ
で
も
、
機
能
や
内
容
、
性
格
は
異
な
る
場
合
が
多
い
と
考
え
る
。
姿
、
服
装
は
同
じ
で
も
精
神
や
心

は
同
じ
で
な
い
の
と
同
様
に
。
そ
と
で
、
そ
れ
ら
の
集
落
の
内
容
を
体
系
的
に
整
理
し
統
一
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
集
落
の
源
流
と
基
底
を

明
か
に
し
た
い
。



さ
て
、
そ
れ
と
極
め
て
関
係
の
深
い
と
と
で
あ
る
が
、
わ
が
国
の
律
令
的
デ
ス
ポ
テ
イ
ズ
ム
国
家
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
相
当
す
る
北

陸
・
東
海
・
四
国
・
山
陰
に
、
典
型
的
な
散
村
が
分
布
す
る
の
は
何
故
な
の
か
。
過
去
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
文
化
密
度
の
高
い
地

域
、
こ
れ
は
わ
が
国
の
場
合
、
畿
内
と
い
え
る
。
こ
の
畿
内
の
古
代
の
文
化
層
は
今
日
で
は
畿
内
の
深
層
に
存
在
す
る
が
、
時
聞
を
経
過
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す
る
と
周
辺
に
拡
大
伝
播
し
、
縁
辺
部
に
至
る
頃
は
相
当
に
時
間
が
た
ち
、
古
代
の
文
化
層
は
表
面
に
近
づ
く
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な

が
ら
中
央
で
あ
る
畿
内
に
は
次
々
と
文
化
層
が
形
成
さ
れ
、
現
在
で
あ
る
表
面
に
は
最
も
新
し
い
文
化
層
が
現
わ
れ
て
い
る
と
い
う
ブ
ロ

ツ
ク
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
が
考
え
ら
れ
る
。
と
れ
は
テ
ー
ラ
ー
が
世
界
全
域
と
い
う
マ
ク
ロ
な
場
合
を
も
っ
て
考
え
た
@
の
で
あ
る
が
、
こ
れ

を
ミ
ク
ロ
な
わ
が
国
に
適
用
す
る
こ
と
は
慎
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
シ
ェ
ー
マ
ー
は
な
お
さ
ら
に
多
く
の
笑
地
調
査
の
結
果
が
統
合
さ

れ
、
よ
り
明
確
な
も
の
に
形
成
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
集
落
を
研
究
す
る
場
合
、
そ
の
シ
ェ
ー
マ

1
の
知
く
、
地
域
と
地
域
の
体
系
的
な

系
列
と
関
連
を
考
慮
し
て
、
集
落
の
体
系
と
変
貌
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
集
落
を
研
究
す
る
際
、
従
前
は
や
や
も
す
れ

ば
、
あ
る
時
代
の
一
勧
の
集
落
を
対
象
に
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
集
落
と
集
落
の
地
域
的
結
合
と
そ
の
時
間
的
変
化
、
あ
る
時
代
か
ら
時

代
へ
移
行
す
る
時
期
の
集
落
と
地
域
的
関
連
を
追
及
し
て
ほ
し
い
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
北
上
川
中
流
域
に
は
「
館
」
集
落
が
多
い
。

し
か
も
そ
の
「
館
」
集
落
の
大
部
分
は
豪
族
屋
敷
村
で
あ
る
が
、
中
世
の
豪
族
屋
敷
村
が
近
世
集
落
へ
と
移
行
発
展
し
て
行
く
と
き
、
集

村
形
態
を
形
成
す
る
も
の
と
、
散
村
形
態
を
と
る
も
の
と
が
あ
る
@
。

そ
こ
で
、
そ
の
要
因
と
そ
の
地
域
的
特
性
を
把
握
し
、
具
体
的
に

如
何
な
る
状
態
で
移
行
す
る
か
を
明
か
に
し
た
い
。
ま
た
古
代
末
か
ら
中
世
に
か
け
て
一
坪
一
作
人
と
い
う
営
農
形
態
が
現
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
一
坪
と
い
う
の
は
条
里
の
坪
で
あ
る
。
そ
の
要
因
と
集
落
形
態
に
つ
い
て
は
別
に
論
及
し
た
い
が
、
在
家
一
字
国
一
町
と
い
う

形
態
も
、
。
尾
張
安
食
荘
@
、

遠
江
池
田
圧
@
、

山
科
@
や
讃
岐
@
に
も
み
ら
れ
、
そ
の
他
中
部
地
方
各
地
、
北
陸
・
関
東
・
東
北
の
各
地
に

51 

こ
の
在
家
の
進
化
と
集
落
の
発
達
を
追
及
し
、
在
家
か
ら
散
村
へ
の
関
連
を
明
か
に
す
べ
き
で
あ
る
@
。

み
ら
れ
る
@
。

こ
の
よ
う
に
わ



5晶

が
国
に
お
け
る
集
落
の
発
達
の
系
列
を
地
域
と
の
関
連
に
お
い
て
整
理
す
る
と
と
は
今
日
の
歴
史
地
理
学
・
、
集
落
地
理
学
に
お
い
て
は

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

追

記本
研
究
は
昭
和
三
八
年
度
科
学
研
究
費
(
総
合
研
究
近
世
に
お
け
る
集
落
構
造
の
地
域
差
と
そ
の
展
開
に
関
す
る
歴
史
地
理
学
的
研
究
代
表
者

千
葉
大
学
教
授
菊
地
利
夫
理
学
博
士
)
の
一
部
に
よ
る
。
筆
者
は
そ
の
う
ち
の
京
都
班
(
立
命
館
大
学
谷
阿
武
雄
理
学
博
士
分
担
代
表
)
に
属
し
た
。

本
研
究
を
進
め
る
に
あ
た
り
岩
手
大
学
教
授
川
本
忠
平
理
学
博
士
に
い
ろ
い
ろ
と
御
教
示
を
え
た
。
今
こ
こ
に
誌
上
を
か
り
て
謝
意
を
表
す
。

註
お
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び
参
考
文
献

①
山
田
安
彦
日
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①
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古
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献
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①
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。

⑥
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③
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フ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
な
農
耕
が
南
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
新
石
器
時
代
人
と
青
銅
器
時
代
人
に
よ
り
行
な
わ
れ
て
い
た
。

出
2
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g
p
同
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日
幸
司
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何
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E
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イ
ン
グ
ラ
ン
ド
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低
地
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僅
か
に
痕
跡
が
残
る
が
、
そ
の
証
拠
も
明
確
な
も
の
で
は
な
い

o
E
o
g
g
p
H・呂・日

恕
は
青
銅
器
時
代
す
で
に
発
明
さ
れ
て
い
る
。

。
F
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・
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I
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S
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F
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四
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N
I
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に
詳
し
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出

o
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g
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-
h
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M・
E
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@
回
C耳目
P
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H
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日
開
ロ
仲
間
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田
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切
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〉
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ω
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F
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O
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⑬

註

⑫。g
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0
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山
口
岳
町
町

W
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F
oロ円四
D
P
H
u
g
-
-
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12、申
UJNω
∞・

オ
テ
レ
ン
パ
l
著
簸
内
芳
彦
訳
一
般
農
業
地
理
学
朝
倉
書
広
昭
和
三
二
年
四
月
一
五
四
l
一
五
七
頁

高
谷
功
口
井
田
の
意
味
す
る
も
の
歴
史
一
四
輯
昭
和
三
二
年
三
月

鈴
井
正
孝
日
一
緒
正
年
聞
に
行
な
わ
れ
た
井
田
制
に
つ
い
て
歴
史
-
二
軒
昭
和
三

O
年
一
二
月

谷
岡
武
雄
一
畿
内
の
村
落
と
耕
地
藤
岡
謙
二
郎
編
畿
内
歴
史
地
理
研
究
日
本
科
学
社
昭
和
三
三
年
所
収

谷
阿
武
雄
一
近
江
国
犬
上
郡
の
条
里
と
湖
東
平
野
中
部
の
開
発
人
文
地
理
八
の
五
昭
和
一
三
年
二
一
月

松
本
長
寿
日
新
期
数
詞
坪
付
地
字
に
関
す
る
考
宏

T
条
塁
制
と
関
聯
し
て
|
地
理
学
評
論
二
七
の
-
昭
和
二
九
年
一
月

大
阪
朝
日
新
聞
社
刊
登
呂

大
場
磐
雄
一
古
代
農
村
の
復
元
|
登
呂
遺
蹟
の
研
究
あ
し
か
び
書
一
房
昭
和
二
三
年
二
月

菊
池
山
哉
一
登
呂
遺
跡
の
再
検
討
東
京
史
談
会
昭
和
三
-
年
七
月

宮
本
常
一
日
開
拓
の
歴
史
日
本
民
衆
史
I

未
来
社
昭
和
三
八
年
六
月
一

O
一
・
一
五
七
・
一
五
八
頁

役
畜
の
耕
訟
能
力
に
つ
い
て
は
、
森
嘉
兵
衛
口
近
世
奥
羽
農
業
経
営
組
織
論
有
斐
閣
昭
和
二
八
年
一
一
月

農
業
発
達
史
調
査
会
日
日
本
農
業
発
達
史
一
巻
中
央
公
論
社
昭
和
二
八
年
一
一
月
四

O
四
頁

⑬ @@  

Ft
日門戸・

MM・
町
A
F
・

⑬ @@@⑧@  ②⑧⑧  

九
三
l

一O
O頁
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⑫
A
森
嘉
兵
衛
日
前
掲
書
七
六

t
九
O
頁
文
書
を
挙
げ
て
詳
論
し
て
い
る
。

⑧
農
業
発
達
史
調
査
会
日
前
掲
書
二
九
二
・
二
九
三
頁

筆
者
も
南
部
落
の
地
理
関
係
の
文
書
に
つ
い
て
目
下
筆
者
の
備
忘
用
整
理
ノ
l
ト
を
作
っ
て
い
る
が
、
そ
の
史
料
は
未
だ
管
見
に
入
ら
ず
。

古
島
敏
雄
一
日
本
農
業
技
術
史
時
潮
社
昭
和
二
九
年
九
月
五
-
九
・
五
二

O
頁

⑧
森
嘉
兵
衛
日
前
掲
室
田
七
九
頁

⑫

A
農
林
省
岩
手
山
麓
開
拓
建
設
事
務
所
口
国
営
岩
手
山
麓
改
良
事
業
計
画
室
田
(
発
行
年
月
無
記
・
昭
和
三
八
年
七
月
閲
)

⑮
道
路
・
境
界
な
ど
の
古
代
法
に
お
け
る
取
扱
い
に
つ
い
て
は
註
①
の
拙
稿
に
お
い
て
若
干
考
察
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

@
A
ω
S
B
p
r
u
・
日
、
H，
r

F
同
ロ
仏

O
出
回
1
S
Z
同

ロ

仏

国

o
d
q
x
u
d
g
ι
・
回
・
。
-
U
F
O口
問
自
由
同
H
F
H
宮
町
・

@
南
部
藩
史
料
分
家
制
限
令
盛
岡
市
岩
手
県
立
図
書
館
保
管

@
越
前
堰
並
び
に
こ
れ
に
関
係
す
る
開
聞
の
南
部
藩
の
文
書
は
未
だ
管
見
に
入
ら
ず
。
そ
の
南
部
藩
関
係
文
書
は
残
存
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
正
確
な
史
料
は
な
い
が
、
天
保
十
二
年
六
月
に
綾
織
越
前
を
滝
沢
村
篠
木
山
王
社
(
現
回
村
神
社
)
に
、
篠
木
・
大
沢
・
鵜
飼
・
土
淵
・
平
賀

の
有
士
山
が
組
っ
た
。

な
お
、
清
雲
院
(
滝
沢
村
篠
木
曹
洞
宗
)
に
越
前
堰
記
念
碑
か
あ
る
が
、
こ
れ
が
唯
一
の
史
料
で
あ
る
。
碑
文
は
岩
手
郡
史
お
よ
び
伊
能
嘉
短

著
綾
織
越
前
之
事
蹟
(
大
正
十
年
十
月
)
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

@
南
部
藩
史
料
仮
名
附
帳
盛
岡
市
岩
手
県
立
図
書
館
保
管

⑧
昭
和
三
八
年
一

O
月
調
査

⑧
川
本
忠
平
教
授
調
査
、
同
教
授
よ
り
御
教
示
。

@
A
森
嘉
兵
衛
日
前
掲
書
五
八
・
五
九
頁

⑧
令
集
解
田
令
黒
板
勝
美
編
新
訂
増
補
国
史
大
系
令
集
解
中
篇
吉
川
弘
文
館
昭
和
三
四
年
九
月
三
六
-
・
三
六
七
頁

⑨
註
①
の
拙
稿
に
お
い
て
そ
の
要
因
を
追
及
し
て
お
い
た
が
、
な
お
多
く
の
問
題
が
あ
る
の
で
、
後
日
改
め
て
論
を
展
開
し
た
。

す
で
は
豆
島
N
g
U
k
r
・
は
一
八
九
五
年
に
虫
色

-E間
口

足

〉

句

R
d
q
g
g
l
L
R
巧
g
仲間

2
5
8
2
5円四
O
田仲間

m
H
B
S
g
u
仏

2
剛

E
H
m
p

H
N
O
B
F
E
g
g
s仏
ω
F
d
q
g
の
付
録
地
図
第
三

O
図
に
ケ
ン
ト
ゥ
リ
ア
地
割
に
分
布
す
る
散
村
を
掲
げ
、
第
一
巻
の
三
二

O
頁
に
論
説
し
て
い

る
が
、
散
居
性
に
つ
い
て
の
詳
細
な
説
述
は
な
い
。



南部藩越前寝開拓村落の微視的歴史地理に関する若干の問題

⑮
イ
タ
リ
ア
二
万
五
千
分
の
一
地
形
図
凶
凹
O】
0
・
。
g
E
P
S
B
〈
宮
2
3
H
N
g
p
回
g
m
g
o
門

E
の
5
3
P
Z
S
F
P
R開
p
o
o
z
w

出
]
白
雲
uw附，DH】
r
H刊
D
H
-
E
U
P
M
U
G
-
r
ω
・
目
立
E
U
〈
日
ロ
B
口
"
の
g
g
p
ω
・
。
山
口
品
目
。
念
。
g
o
E
図
幅
な
ど
に
多
い
。

ケ
ン
ト
ゥ
リ
ア
の
分
布
構
造
、
遺
構
分
布
と
家
屋
分
散
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

⑧
竹
内
啓
-
H
メ
タ
ウ
ロ
河
流
域
の
農
村
景
観
地
理
学
-
評
論
三
六
の
四
一
九
六
三
年
四
月

@
ω
n
r
d
E
円
N
W
C
-
H
〉
口
問
刊
百
四
宮
拍
ω
芯
門
出
口
口
岡
田
∞
g
m
同
省
Z
0
・
回
目
H
-
F
呂
田
H
・
凹
・
呂
町
・

@

ω
ロ}
H
B

唱
曲
H
N
U

の
-
h
F丘
・
出
-
H
A
G
-

@
ω
口
v
d
q
同
円
N
"
の
-
u
V広
・
回
・

5
由・

⑬
吋
曲
u
L
O
吋
"
の
-
H
C
H
V
田
口
の
冊
。
間
同
曲
目
u
r
u
『
・
吋
，
a
H
O
同
U
0
・
(
邑
・
)
日
の
g
四
円
回
目
u
r
一
司
山
口
岳
町
吋
耳
目
H
H
H
E
r
の
め
ロ
E
H
u
-
-
円
、
。
ロ
品
o
p
H
申
由
。
・
同
】
・
問
。
ω
・

@
昭
和
三
七
年
度
科
学
研
究
費
の
-
部
に
よ
り
調
査
、
中
間
報
告
に
し
て
お
い
た
が
、
近
い
将
来
に
、
具
体
的
に
か
つ
詳
細
に
論
じ
る
つ
も
り
で

占める。

@
康
治
二
年
七
月
十
六
日
尾
張
国
安
倉
荘
立
券
文

一
五
・
二
一
一
七
l
一
二
二
三
頁

@
嘉
応
三
年
二
月
遠
江
国
池
田
荘
立
券
状
松
尾
神
社
文
書
平
安
遺
文
七
(
三
五
六
九
)

@
保
一
万
三
年
五
月
一
日
山
城
国
勧
修
寺
領
回
畠
検
注
帳
勧
修
寺
文
書
平
安
遺
文
六
(
二
九
二
二
)
二
三
九
七

i
二
四
。
四
頁
、
保
元
三
年
五

月
十
日
山
城
国
安
祥
寺
領
辺
国
畠
在
家
検
注
帳
案
勧
修
寺
文
書
平
安
遺
文
六
(
二
九
二
三
)
二
四

O
五
l
二
四

-
O頁

⑬
久
安
元
年
十
二
月
讃
岐
国
普
通
憂
茶
羅
寺
占
領
注
進
状
書
陵
部
所
蔵
文
書
平
安
遺
文
六
(
二
五
六
九
)
一
二
六
九

i
一
二
七
四
頁

@
豊
田
武
一
初
期
封
建
制
下
の
農
村
|
主
と
し
て
在
家
と
名
の
重
層
的
構
造
に
つ
い
て
、
児
玉
幸
多
編
日
本
社
会
史
の
研
究
昭
和
三

O
年
五
月

所
収
六
四
・
六
五
・
七
八
・
七
九
・
八

O
頁

⑮
在
家
か
ら
散
村
と
い
う
過
程
を
た
ど
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
実
例
を
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
東
北
地
方
に
お
け
る
「
在
家
」
の
分
解

は
豊
田
論
文
(
前
掲
論
文
)
で
指
摘
し
て
い
る
如
く
に
「
在
家
」
内
部
に
い
く
つ
か
の
屋
敷
が
あ
ら
わ
れ
、
ま
た
「
在
家
」
の
田
地
が
何
菜
作
と
呼

ば
れ
る
細
片
に
分
か
れ
て
行
く
。
在
家
に
つ
い
て
は
多
く
の
問
題
が
あ
る
。

大
石
直
正
一
「
在
家
」
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
歴
史
一

O
輯

昭

和

三

O
年
八
月

在
家
の
進
化
に
つ
い
て
は
中
村
瑞
恵
日
在
家
の
進
化
に
つ
い
て

l
特
に
香
取
文
書
を
中
心
と
し
て

醍
醐
寺
文
書

平
安
遺
文
六
巻
(
二
五
}
七
)
一
一
一

-
o
l一
二
一
二
・
ニ
-
一
四
・
二
一
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法
政
史
学
一
六

昭
和
三
九
年
三
月



筆
者
は
中
尊
寺
領
陸
奥
国
骨
寺
村
を
実
地
調
査
し
、
均
等
在
家
が
成
立
し
た
過
去
か
ら
、
今
日
mv
散
村
形
態
を
示
す
過
程
を
追
及
し
て
い
る
。

骨
寺
村
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
信
一
辺
境
在
家
の
成
立
l
中
尊
寺
領
陸
奥
国
骨
寺
村
に
つ
い
て
!
歴
史
一
五
輯
昭
和
三
二
年
一

O
月
の
労
作
が

あ
る
。文
保
二
年
(
一
三

七
ニ
ズ
永
和
二
年
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一
八
〉
骨
寺
村
出
物
日
記
(
中
尊
ヰ
守
口
奥
州
平
泉
文
書
六
九
)
、
嘉
暦
三
年
(
一
三
二
八
)
売
券
(
中
尊
寺
口
奥
州
平
泉
文
書

(
一
三
七
六
)
骨
寺
村
在
家
日
記
(
奥
州
平
泉
文
書
九
三
)
お
よ
び
中
尊
寺
所
蔵
の
骨
寺
村
絵
図
二
葉




